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あのころの会報とホームページ

全史料協の会報も今号で80号を迎えた。そこで、これを記念する特集を組むことにした。

内容としては、編集に尽力された方の思い出の記とか座談会を企画したいところだが、それ

は90号、 100号にお任せすることとし、今号では、既刊号のうち前半の40号までを トピック

的に振り返ることにした。また、全史料協のもうひとつの 「顔」である、ホームページの立

ち上げの頃についても、紹介してみたい。

東京都、京都府、埼玉県、福島県等いくつか

の機関が設置されておりますが、現在設置を

検討中のところもいくつかあることを聞きお

よんでおります。

- 創刊号(1976.6.25発行)

記念すべき 「会報第 l号」は、昭和51年 6

月に刊行された。A5版 16頁で、本号より 11

号までは、 「総会研究会」 の要旨(報告)集の

形態をと っている。茨城県歴史館史料室 (現、

茨城県立歴史館)と埼玉県立文書館が事務局 歴
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<あいさつ 会長岩上二郎>1頁
このたび歴史資料保存利用機関連絡協議会

が発足することになりましたことを会員各位

とともに心から祝いたいと思います。

御承知のように、近年古文書の保存利用と

ともに、地方 自治体の管理する行政文書を、

どう保存し利用するかの問題は重要なことで

ありまして、それに関連して歴史資料保存利

用機関の設置に対する関心が高まりつつあり

ます。すでに山口県文書館をはじめとして、

となっている。
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地方文書館活動は、残念ながらわが国では

歴史も浅く、その基盤も十分であるとはいえ

ません。そのような中で既設の機関や、準備

中の機関に従事する職員の悩みもまた大きな

ものがあります。例えば組織機構や運営上の

諸問題、職員の身分保障や勤務条件の問題

等、この連絡協議会の設立準備段階で種々討

議されたこともありますが、今後は全国の類

似機関の人々が、ともに手をたずさえて一つ

一つ解決していく必要があろうかと存じま

す。また史料の取扱上のことにつきましで

も、一日も早く史料の収集・整理の基準など

を確立する必要があります。(後略)

く会の名称> 7頁(氏名は略記)

議長 原案と違う意見があれば述べて欲し

い。「史料」か「資料」か。

T氏 (1)終局的には「日本文書館協会」と

いったものをねらいたい。(2 )文書記録

に重点を置いたら「史料」に。(3 )連絡

協議会では全国組織として受けとられな

いので、「全国協議会」としたら。

0氏 文書記録を対象とするなら「歴史史・

資料」としたら。

議長 名前が長いという意見があったが。

事務局 学術会議の勧告に依ったので長い。

I氏 「歴史史料館等」ではどうか。「連絡」

は不必要ではないか。「資」は民俗・考古

学も含むので「史」の方が良い。

K県 保存機関を設立しようとするとき、

「史」は一般的に説得力がない。

議長 原案のままでいくか、もっとはっきり

させるか。

H氏 短くしても実体の説明が必要なので、

原案でよい。「協会」よりは「協議会」の

方が良い。

G氏 図書館法等にのっとった機関ではない

ので「協会」より「協議会」が良い。ま

た個人の自由な研究の色彩を残すために

も。

議長採決もむずかしいので、原案でどう
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か。発足して、あとでより適切な名前

にかえることにしたら。

特に意見もなく、議長提案に賛成。原案の

名称、に決定。

-第12号(1987.3.31発行)

年一回刊行されてきた会報であったが、本

号より体裁をB5版に一新し、内容的にも充

実した紙面づくりが模索され始めた。引き続

き茨城県立歴史館が編集を行っている。(同

館は第24号まで編集を担当している)
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く編集後記> 24頁

( ) 

本号から『会報』のスタイルを変えてみま f 

した。会員の方々から『会報』のあり方に対

するご意見が多くなってきましたので，それ

らの提言を反映すべく検討してきた結果，本

号のようなスタイルとなりました。今回は，

二本の住を中心にまとめてみました。いかが

でしょうか。

『会報』は会員のものですから，親しみやす

く，かつ誰でも参加できるものでなくてはな

らないでしょう。今後もその点に留意して編

集していきたいと思っております。会員の皆

様も，提言，ニュース，その他ご意見をお寄

せ下さい。できるだけ誌面に反映させていき

たいと考えています。
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-第24号 (1992.3.31発行)

<編集後記> 16頁

『会報~ 24号は海外特集を組んでみました。

このような特集が組めるのも、世界を舞台に

した会員の方々の幅広い活躍があるからで

す。

いま文書館問題に関してわが国は輪入超過

ですが、将来、いやできるだけ早く輸出超過

に転じたいものです。この輸出超過は歓迎さ

れこそすれ批判されることはないでしょう。

(中略) w会報』は、第12号からスタイルを

一新しました。それは、ちょうど 5年前の

1987年3月のことです。そのとき編集者もか

わり、いらい 13号を発刊してきましたが、次

の25号からは気鋭の編集者にバトンタッチ

することになりました。担当機関は、藤沢市

文書館です。漸次、新しい紙面構成になるこ

とと思います。

-第33号(1995.3.31発行)

<組織改正の趣旨と経過について> 5頁

平成 6年度総会で、事務事業の執行方法に

ついて、本会組織の一部変更が決定された。

改正の目的は、第一に、会員の増加及び活動

範囲の拡大に伴う会務の多様化に対応するこ

とと、第二に事務局の事務負担を軽減し、事

務局の長期固定化を是正することである。

(中略)本会の事業は、当初は年 l回の大会

開催が主なもので、役員会も大会前日に聞か

れたのみであった。しかし年を追い会員が増

加し、会の活動は飛躍的に拡大した。このた

め平成元年から補助組織として運営委員会を

設置し、事務局人員を強化 して、会の発展を

推進してきたが、事務負担は限界に達してい

た。(後略)

く編集後記> 18頁

阪神・淡路大地震で被災された方々、機関

に、改めてお見舞い申し上げます。 2月初旬

の時点で、本号は「震災特集」といった感じ

のものに出来るかとも思いましたが、実際に
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見た現地と、東京周辺での動き、その後電話

等で得た感触から、只々関東にいる立場と阪

神地域での温度差を感じるばかりで、編集を

断念しました。悪しからず。『図書館雑誌』の

誌面における取り組みを見るにつけ、圧倒的

な組織力の違いを感じています。そして、組

織として、まず何をやっていくべきかが見え

てきたような気もします。

本号にさらりと載せましたが、大きな組織

変更が行われました。メリットもいろいろあ

るはずですが、情報の分散化のおそれが気に

なります。そうした中で、おそらく「会報」

の持つ意味を今までに増して強めていかねば

ならないのではないかと思っています。

-第34号(1995.9.30発行)

本号より、藤沢市文書館に替わり、神奈川

県立公文書館が担当となる。新設された「編

集 ・出版委員会」の事務局として、第40号まで

編集を行った。

< 【委員会レター】国際交流委員会> 12頁

全史料協の運営は、平成 7年度から会長事

務局と担当委員会制になりました。各委員会

の担当機関は前号でお知らせしたとおりです

が、今号から各委員会からのこユースをこの

欄に掲載します。今回は国際交流委員会で

す。(後略)

-第40号(1997.3.31発行)

<編集後記> 34頁

秋田大会の特集をようやく組むことができ

た。記録を担当された方々、大会の裏方を努

めてくださった方々には厚くお礼申しあげる。

前にも記したが、大会での発言はすべて記

録できたらいいと思う。全史料協にとって大

会はそれだけ価値のあるものだ。決してお祭

りでも儀式でもない。琴線に触れる ことばが

ある。それをきちんと記録したい。

〔編集・出版委員会 伊藤〕
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|ろ全7史料協ホ千ムページ開設のころ

全史料協のインターネット・ホームページ

(以下、 HPと略す)は、平成10年(1998)夏

に運用を始めて、早いもので10年目に突入し

た。開設のころに比べると、現在のHPは、

デザインも一新され、コンテンツも充実した

ものとなっている。しかしここまでに至るに

は、さまざまな曲折があった。本稿では、そ

の経緯をご紹介したい。

-開設の提言

全史料協にHPを開設しようという話は、

平成10年 1月 9日に東京都公文書館で開催

された編集出版委員会第 7回委員会で持ち上

がった。提案したのは当時副委員長だった保

坂裕興氏である。保坂氏が配布した提案書に

は次のようなことが書かれていた。

まず開設の目的は、「会員と委員会・事務局

とのコミュニケーションを充実させること、

そして会内外の有益な情報にアクセスできる

ようなサービスを行うこと」である。すでに

米、英、豪などの協会のHP活用実績がある

こと、関東部会が試験運用を始めた ことな

ど、周囲の状況についても述べていた。

その手段として、国立学術情報センター

(現・国立情報学研究所)の学会ヴィレッジ

サービス(現・学協会情報発信サービス)を

利用することを提唱している。これならばプ

ロパイダと契約しなくてもサーバーを使うこ

とができ、経費が不要なためである。

HPの管理を担当するのは編集出版委員会

を提案。その理由として、 HPも電子媒体刊

行物であること、情報発受信の拠点となるこ

とで会誌や会報の編集にも役立つことを挙げ

ている。また、運用上の留意点として、イン

ターネットに接続できるのは一部の会員に限

られているので、 HPのみによる情報提供は

避けること。

ができるので、

逆に会員以外にも広く情報提供

外部に開示すべきでない情報
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は載せないこと。会誌・会報との融合をうま

くはかること、といった点を挙げている。イ

ンターネットの普及率が現在と比べ格段に低

かった当時の事情を反映して、あくまで情報

提供の基本は会報であり、 HPは速報性より

むしろデータ検索の便をはかるものという考

え方であった。

委員会ではこれを協議し、役員会の了承を

得た上で推進していくことになった。

同年 2月20日に聞かれた第 3回役員会で、

編集出版委員会から HP開設の趣旨を提案

し、了承された。ここで会として正式にゴー

サインが出たわけである。

-コンテンツの作成と UR Lの取得

次の作業はコンテンツの作成である。 3月

3日に聞かれた委員会で、保坂・高木の両名

が担当と決まり、ページの構成案を作るとと

もに、画面の試作品をHTMLで作成していく

こととなった。

それと並行して、国立学術情報センターに

サーバーの利用申請を行った。規約その他の

書類を提出し、 学会としての条件を満たして

いるか否かの審査を受け、程なく承認された。

URLは ihttp://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsai2/J 

となった。当会の略称である iJSAIJを希望

したが、 これはすでに人工知能学会が使用し

ていたため、 i2Jの文字が加えられた。

7月17日の委員会で、構成案を示し了承さ

れた。「全史料協とはJ i組織と規約Ji委員

会レタ ーJi刊行物Ji資料ふあいるJi入会

案内Ji機関会員名簿Jiリンク集」の 8つの

コーナーを設けることと し、これがその後の

ページづくりの基本となった。委員会後、完

成したHTMLデータを学術情報センターの

サーバーにア ップし、動作確認を開始した。

意見を寄せていただくためのメールフ ォー

ムも作成したが、慣れない CGIプログラム

を組み込んだため、すぐに不具合を起こすと

いうトラブルも発生した。が、どうにか試験

ページも完成するに至った。
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-沖縄大会でのお披露目

11月11日、沖縄大会の総会で、各委員会か

ら事業報告を行う場面があった。当委員会か

らは、保坂副委員長がHPの開設について報

告し、掲載するための情報提供について協力

を呼びかけた。さらに総会の議事終了後、日

Pの画面を会場のスクリーンに大写しし、各

コーナーの内容について筆者が紹介する形で

お披露目が行われた。これに対し、世界に向

けて発信できるならば、英語のコンテンツが

必要なのではないかという 意見をいただい

た。 これは残念ながら、いまだ実現できてい

ないが、ともあれ全史料協のHPはことに名

実ともにスタートしたのである。翌年 3月発

行の第48号からは、会報のタイトル口ゴの部

分にも URLが載ることになった。

圃コンテンツの管理

以来、新しい情報が入り次第、ページを書

き換える作業が始まった。全体への目配り、

サーバーに入るパスワード発行の制限などか

ら分業が難しく、筆者が一人で抱える形と

なった。会報や会誌が出れば目次を追加 し、

新たな機関会員を迎えれば名簿を訂正する。

「組織と規約」の コーナーには近畿部会の情

報を載せたので、研究会等の開催情報が来れ

ばそれを更新する、等々、更新作業は月に 3、

4回ほどの頻度となった。

とりわけ大変だったのは 「委員会 レター」

の更新である。会報に記された情報をそのま

ま転載するだけなのだが、何しろ量が多いた

め、 HTML化するのにかなりの時間を要し

た。当初は会報の記事をワープロで打った

り、 OCRソフトでテキストに取り込んだり

して入力していた。しかし これではあまりに

手聞がかかるので、会報入稿用のワープロ

データを事前に送ってもらうようになり、い

ち早く公開できるようになった。

委員会ではこの運営についてしばしば論議

された。運営規程を成文化しようという動き

があり、関東部会の規程を参考に試案が作ら
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れたが、結局実現には至らなかった。

最も苦慮したのはメールの処理である。当

初、ご意見メールは筆者のアドレスに届くよ

うになっており、ここから関係部署に連絡す

るようにしていたが、数が増えてくると次第

に煩雑になった。委員会事務局間で調整した

り、役員会で審議したりしていただいた結

果、平成14年度から、メールは会長事務局に

直接届くようにし、そこから各員会へ振り分

けていただくことになった。

次第にインターネットが普及してくると速

報性も重視されるようになる。「情報掲示板」

コーナーで、資料保存等に関するイベントな

ど、会員の持つ情報をいち早くお知らせする

ことになった。 CG 1によ る掲示板で誰もが

書き込めるようにすることも検討したが、商

用の書き込みや、無関係な内容の書き込みが

あれば、それを監視する手聞がかかる。そこ

で、メールで情報を送ってもらい、担当者が

書き込むという方式をとった。ようやくイン

ターネットらしいコンテンツが整ってきたと

言えよう 。

-事務局へ移管

平成14年度予算で、ソフト購入代などの経

費が編集出版委員会でなく事務局に予算措置

されるとともに、役員会では今後の所管やH

Pのあり方について論議されるようになっ

た。編集出版委員会としても個人の負担を軽

減するため、業者委託を検討することにな

り、平成17年度予算に向けていくつかの業者

から見積をとるなどした。

そして平成17年 9月16日の役員会で、 H

P管理は事務局の所管と決まり、担当の岐阜

県歴史資料館に引き継いだ。岐阜県では地元

の業者に委託し、全ページのリニューアル

と、独自ドメイン iwwwぶaiお」の取得を行

い、今日のような姿になったのである。

〔編集・出版委員会 高木〕




